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１ ご回答は、この調査票の宛て名のご本人が記入してください。 
（ご本人による記入が難しい場合は、代理人による代筆で記入してください。）  

２ 回答は無記名でお願いします。 

３ 回答は、特に指定が無い箇所は、あてはまる番号を○で囲んでください。 
 
４ ご記入いただいた調査票は、同封の返信用封筒に入れて、○月○日（○）までに 

ご返信いただきますよう、よろしくお願いします。（切⼿は不要です） 

 

平 ⼾ 市 総 合 戦 略 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ご回答、ご返送についてのお願い） 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
アンケート調査へのご協⼒のお願い 

 
平⼾市の総人⼝は、減少傾向が続き平成 27 年国勢調査では 31,920 人となっ

ています。国⽴社会保障・人⼝問題研究所の人⼝推計によると 2040 年には
17,875 人まで減少すると推計されています。 

このような中、平⼾市では平成 27 年度に「平⼾市総合戦略」を策定し、平成
31 年度までを計画期間として 100 を超える事業を人⼝減少抑制に資する事業
と位置付け実施しています。 

今回のアンケート調査は、平成 29 年に⾏った前回調査からこれまでの間、市
⺠満⾜度などがどのように推移しているのかを把握するために実施するもので
あり、20 歳から 59 歳以下の方を対象に、ご回答をお願いする方を住⺠基本台
帳から無作為に抽出させていただきました。 

ご記入いただきました内容は統計的に処理し、個々の調査票を公表すること
や、目的以外に使用することは⼀切ありませんので、調査の趣旨をご理解いた
だき、ご協⼒いただきますようよろしくお願いします。 

 
平成 31 年 4 月 平⼾市 

この調査に関してのお問合わせ先 
平⼾市財務部企画財政課 企画統計班 
電 話 (0950)22-4111（内線 2335、2336） 
ＦＡＸ (0950)22-2226 

資料３ 
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問1．居住地 【○は１つ】 

１．平戸北部地区（度島を除く）   ２．平戸中部地区   ３．平戸南部地区  

４．生月地区   ５．田平地区   ６．大島地区   ７．度島地区 

 

問2．性別 【○は１つ】 

１．男性     ２．女性   

 

問3．年齢 【○は１つ】 

１．20-24 歳   ２．25-29 歳   ３．30-34 歳   ４．35-39 歳 

５．40-44 歳   ６．45-49 歳   ７．50-54 歳   ８．55-59 歳   

 

問4．職業 【○は１つ】 

１．一般職員・正社員（役員を含む）  ２．派遣社員・契約社員   

３．パートタイマー・アルバイト  ４．自営業  ５．農林水産業  ６．主婦（夫）   

７．大学生・専門学校生  ８．無職（退職者を含む）  ９．その他 

 

問5．配偶者の有無 【○は１つ】 

１．配偶者有り  ２．配偶者無し 

 

問6．世帯構成 【○は１つ】 

１．一人（単身世帯） ２．夫婦のみ ３．夫婦と子ども ４．三世代(親、子、孫） ５．その他 

 

 

 

 

 

 

問7．現在の平戸市は働き続けることができる環境にあると思いますか。【○は１つ】 

１．そう思う  ２．ややそう思う  ３．あまりそう思わない  ４．全くそう思わない 

 
問7-1 「３．あまりそう思わない」、「４．全くそう思わない」と答えた方におたずねします。 

「３．あまりそう思わない」、「４．全くそう思わない」の理由は何ですか。  

  （例：子どもを預ける環境が整っていない、職場が少ない、など） 

 

 

 

あなたとご家族のことについておたずねします 

仕事についておたずねします 
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問8．現在、平戸市は安心して結婚・妊娠・出産できるような環境・社会であると思いますか。 

【○は１つ】 

 

１．そう思う  ２．ややそう思う  ３．あまりそう思わない  ４．全くそう思わない 

 
 

問9．平戸市に住んでいる人が結婚するために必要な環境はどのようなことだと思いますか。 

【○はいくつでも】 

 １．出会いの機会の提供や相談・支援体制の整備 

 ２．結婚する若者や子育て世帯向け住宅の供給促進 

 ３．時間的な余裕 

 ４．結婚や結婚相手に対する親・親類の理解 

 ５．男性側の雇用・労働条件の改善 

 ６．女性側の雇用・労働条件の改善 

 ７．経済的な余裕 

 ８．異性とうまくつきあえるようになるための学習の場 

 ９．地域のしがらみからの解放 

１０．親戚づきあいからの解放 

１１．その他（                 ） 

１２．特になし 

 

 

 

 

 

問10．子育てをしていく上で経済的負担は大きいと思いますか。【○は１つ】 

１．思う    ２．思わない 

 

 

問10-1 「１．思う」と答えた方におたずねします。 

  負担として大きいと思われるものは次のどれですか。【○はいくつでも】 

 １．保育所・幼稚園にかかる費用      ２．学校教育費（小学校・中学校・高校） 

 ３．学校教育費（大学・短大・専門学校等） ４．学習塾など学校以外の教育費   

 ５．学習塾以外の習い事の費用       ６．スポーツ少年団等にかかる費用 

７．通信費（携帯電話の費用など）     ８．食費     ９．衣服費    

１０．住宅費     １１．医療費    １２．レジャー、レクリエーション費   

１３．その他  

結婚・出産・子育てについておたずねします 

育児とワークライフバランスについておたずねします 
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問11．母親の育児休業（休暇）の取得の有無 【○は１つ】 

１．利用した  ２．利用しなかった ３．育児休暇の制度がなかった ４．働いていなかった 

 

 

 

問12．父親の育児休業（休暇）の取得の有無 【○は１つ】 

１．利用した  ２．利用しなかった ３．育児休暇の制度がなかった ４．働いていなかった 

 

 

 

 

 

 

 
 

問13．１日に家事や育児にどれくらいの時間携わっていますか。 

 

 

 

 

時間 

 

 

 

 

 

分 

 

 

 

問13-1 そのうち育児にどれくらいの時間携わっていますか。 

 

 

 

 

時間 

 

 

 

 

 

分 

 

 

平成 27 年以降にお子様が⽣まれた⽅におたずねします。 

現在、未就学児のお子さんを持つ父親の⽅におたずねします。 
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問14．これからも平戸市に住み続けたいと思いますか。【○は１つ】 

１．住み続けたい   ２．市外に移り住みたい   ３．分からない 

 

 

問15．住みたい・住み続けたいと実感できる市となるために、以下の項目はどの程度重要と思いますか。 

 それぞれの重要度を教えてください。 

・項目ごとの重要度にそれぞれ 1つずつ○をしてください。 

重要度 

重
要 

や
や
重
要 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

重
要
で
は
な
い 

１ 市外への移動時間などの地理的環境の良さ 1 2 3 4 

２ 公共交通機関や道路など交通の利便性の高さ 1 2 3 4 

３ 働ける場所の豊富さ 1 2 3 4 

４ 住宅の建てやすさ（土地がある、安いなど） 1 2 3 4 

５ 子どもを育てるための環境の良さ 1 2 3 4 

６ 子どもに教育を受けさせるための環境の良さ 1 2 3 4 

７ 医療を受けるための環境の良さ 1 2 3 4 

８ 高齢者が暮らし続けるための環境の良さ 1 2 3 4 

９ 身近な場所での買い物の利便性の高さ 1 2 3 4 

10 居住環境の良さ（上下水道、道路の整備など） 1 2 3 4 

11 安心して暮らすことができる環境の良さ（災害や犯罪の少なさ） 1 2 3 4 

12 自然の豊かさ 1 2 3 4 

13 地域のつながりの強さ 1 2 3 4 

14 故郷への愛着 1 2 3 4 

15 親族（親など）が住んでいること 1 2 3 4 

16 友人・知人が住んでいること 1 2 3 4 

17 その他（                       ） 1 2 3 4 

 

 

 

平⼾市で暮らし続けることについておたずねします。 
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問16．現在の平戸市において、以下の項目にどの程度満足していますか。それぞれの満足度を教えてくだ 

 さい。 

・項目ごとの重要度にそれぞれ 1つずつ○をしてください。 

満足度 

満
足 

や
や
満
足 

や
や
不
満 

不
満 

１ 市外への移動時間などの地理的環境の良さ 1 2 3 4 

２ 公共交通機関や道路など交通の利便性の高さ 1 2 3 4 

３ 働ける場所の豊富さ 1 2 3 4 

４ 住宅の建てやすさ（土地がある、安いなど） 1 2 3 4 

５ 子どもを育てるための環境の良さ 1 2 3 4 

６ 子どもに教育を受けさせるための環境の良さ 1 2 3 4 

７ 医療を受けるための環境の良さ 1 2 3 4 

８ 高齢者が暮らし続けるための環境の良さ 1 2 3 4 

９ 身近な場所での買い物の利便性の高さ 1 2 3 4 

10 居住環境の良さ（上下水道、道路の整備など） 1 2 3 4 

11 安心して暮らすことができる環境の良さ（災害や犯罪の少なさ） 1 2 3 4 

12 自然の豊かさ 1 2 3 4 

13 地域のつながりの強さ 1 2 3 4 

 

 

問17．現在の平戸市は、「住みたい・住み続けたい」と実感できるまちづくりができていると思いますか。

【○は１つ】 

１．できている  ２．ややできている  ３．あまりできていない  ４．全くできていない 

 

 

問17-1 上記で回答した内容の理由を教えてください。 
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問18．平戸市が活性化していくために必要なこと等について、あなたのご意見を自由にご記入ください。 

 

【平⼾市の⼦育て⽀援の充実に関するアイディア】 
 

 

 

 

 

 

【平⼾市の産業振興(農林業・⽔産業・商⼯業)に関するアイディア】 
 

 

 

 

 

 

【平⼾市の雇用促進に関するアイディア】 
 

 

 

 

 

 

【平⼾市での定住・移住促進に関するアイディア】 
 

 

 

 

 

 

質問は以上です。ご協⼒ありがとうございました。記入された調査票は、同封の返信用封筒（切⼿不要）で 
○月○日（○）までに郵便ポストに投函してください。 
 



市民アンケートにおける数値目標・ＫＰＩ採用項目

№ 基本目標 項目
数値目標
ＫＰＩの別

総合戦略に掲げられた数値目標・ＫＰＩ 基準値Ｈ27 中間値H29 目標値Ｈ31

1 １．雇用の促進 数値目標
平戸市は働き続けることができる環境に
あると思う人の割合（市民アンケート）

31.0% 33.6% 50.0%

2 １．雇用の促進
イ）就労環境の
整備

ＫＰＩ
育児休暇を取得した割合（市民アンケー
ト）

24.8% 35.2% 40.0%

3 １．雇用の促進
イ）就労環境の
整備

ＫＰＩ
父親が家事や育児に携わった時間（市
民アンケート）

184分／日 241分／日 基準値以上

4 ３．子育て支援 数値目標
平戸市は安心して結婚・妊娠・出産でき
るような環境・社会であると思う人の割
合（市民アンケート）

24.5% 33.3% 40%

5 ３．子育て支援
ア）子ども・子育
て支援の充実

ＫＰＩ
子どもを育てるための環境の良さに対
する満足度（市民アンケート）

49.0% 56.2% 60.0%

6 ３．子育て支援
ア）子ども・子育
て支援の充実

ＫＰＩ
子育てをしていく上で経済的負担が大き
いと思う人の割合（市民アンケート）

88.5% 87.4% 70.0%

7 ３．子育て支援
ウ）教育環境の
整備

ＫＰＩ
子どもに教育を受けさせるための環境
の良さに対する満足度（市民アンケート）

34.4% 39.2% 60.0%

8 ４．定住・移住の促進 数値目標
これからも平戸市に住み続けたいと思う
人の割合（市民アンケート）

54.5% 49.6% 60%

9 ４．定住・移住の促進 数値目標
平戸市は「住みたい・住み続けたい」と
実感できるまちづくりができていると思う
人の割合（市民アンケート）

29.2% 32.1% 40%

10 ４．定住・移住の促進
イ）安全・安心
なまちづくり

ＫＰＩ
公共交通機関や道路など交通の利便性
の高さに対する満足度（市民アンケート）

15.3% 21.1% 20%

11 ４．定住・移住の促進
イ）安全・安心
なまちづくり

ＫＰＩ
安心して暮らすことができる環境の良さ
についての満足度（市民アンケート）

79.5% 78.1% 基準値以上

12 ４．定住・移住の促進
ウ）魅力あるま
ちづくり

ＫＰＩ
自然の豊かさに対する満足度（市民アン
ケート）

93.4% 93.1% 95%

13 ４．定住・移住の促進
ウ）魅力あるま
ちづくり

ＫＰＩ
地域のつながりの強さに対する満足度
（市民アンケート）

76.8% 77.6% 80%


